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【 発行・編集 】 

四万十市高齢者支援課・保健課  四万十市社会福祉協議会 
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四万十市 
黒潮町 

宿毛市 

三原村 

土佐清水市 

大月町 

大川筋 

健康福祉委員会 7 地区 

中筋 

健康福祉委員会 7 地区 

東中筋 

健康福祉委員会 6 地区 

下田 

健康福祉委員会 8 地区 

八束 

健康福祉委員会 8 地区 

東山 

健康福祉委員会 9 地区 

中村 

健康福祉委員会 20 地区（1 グループ） 

蕨岡 

健康福祉委員会 4 地区 

富山 

健康福祉委員会 9 地区 

①介護予防、健康推進事業 

 内 容：介護予防に資する運動・健康推進に資する活動 

 委託料：8名以上で組織⇒5名以上の参加 3,000円/回（月 4回を上限） 

 加算額：5,000円/月（介護予防の活動を 4週連続実施した月） 

 加算額：2,500円/月（健診受診の啓発、健康に関する学習会等の実施） 

〇〇地区健康福祉委員会（組織活動事業） 

委託料：年額 30,000円 

加算額：新規設立地区のみ 30,000円（設立年度のみ） 

②支えあいの地域づくり事業 

 内 容：地区住民の把握と見守り・生活支援に関すること 

 委託料：実支援世帯数 1～ ５ 世 帯  ⇒ 年額 27,000円 

            6～ 10 世 帯  ⇒ 年額 30,000円 

            11 世帯以上  ⇒ 年額 36,000円 

四万十市健康・福祉地域推進事業の概要 

西土佐 

健康福祉委員会 25 地区 

後川 

健康福祉委員会 9 地区 

具同 

健康福祉委員会 6 地区 

四万十市（167 地区） 

健康福祉委員会：119 地区（設置率：71.3％） 

健康福祉委員会の設置状況 
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1 中村地区健康福祉委員会（祇園健康福祉委員会） 

 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

- 〇 - 〇 - 

 

～集う事を大切に～ 

代 表 者 山﨑 陸男 

開催拠点 河川敷、ムツゴロウ、よんでんホール 

開催日時 月 2 回（第 2 金曜・毎月 20 日） 

16：30～17：30 

参加人数 平均 7 人 

 

活動の概要 

祇園健康福祉委員会は、大橋通 2丁目と山手

通りの住民で構成されている、男性が主体のグ

ループとなっています。月 2回の活動のうち、

1 回は大橋通 6・7 丁目と合同で活動されてい

ます。祇園健康福祉委員会単独の活動は河川敷

や喫茶店（ムツゴロウ）を拠点としており、集

会施設がない中で、地域資源を上手に活用した

介護予防の活動に取り組まれています。一方

で、雨天時やスペースの問題等の課題があるこ

とも実際のところで、安定的に活動ができる拠

点を確保したいといった声も聞かれています。 

介護予防・健康推進事業の特徴 

 

介護予防の活動では、メンバーの一員である

スポーツ推進委員が中心になって様々な運動

を導入されています。貯筋運動やカーリンコン

と言われる床上で行うカーリングに似た競技

を通して、体力や認知機能の維持・向上に努め

られています。 

健康推進の活動では、特定検診等の日程が

記載された「祇園健康福祉委員会だより」を

独自に発行され、健診の受診促進に努められ

ており、こうした媒体を活用して、健康福祉

委員会の活動を地域に広く発信されていま

す。 
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2 大橋通 1 丁目地区健康福祉委員会 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 〇 〇 〇 ○ 

 

～皆で声をかけ合いながら、いつまでも元気に笑顔でいられるように～ 

代 表 者 佐野 美鈴 

開催拠点 旧朝比奈旅館ロビー 

開催日時 月 4 回（月)10：00～11：00 

参加人数 平均 11 人 

 

活動の概要 

 

大橋通 1丁目地区健康福祉委員会は、地域に

集会施設がないため、活動拠点の確保に苦慮し

ていましたが、メンバーの方の協力により、以

前に旅館であった施設のロビーを活用させて

もらって介護予防活動を行っています。 

大橋通 1丁目地区だけでなく、近隣の地区か

らも参加があり、常時 10 名以上の参加者が集

い、和気あいあいと会話を楽しみながら活動に

取り組んでいます。 

介護予防・健康推進事業の特徴 

 

介護予防の活動では、体操・脳トレ・唱歌・

わなげ等の介護予防のメニューを週替わりで

行っています。唱歌（ピアノ演奏）や脳トレの

活動では、講師を招き、質の高い活動を心掛け

ているそうです。毎週の活動を心待ちにしてい

る参加者も多く、地域の貴重な憩いの場となっ

ています。また、健康推進の活動では、地区担

当保健師の介入時に健康相談や学習会を開催

する等して健康への意識を高められています。 

支えあいの活動では、健康福祉委員会と民

生委員が連携した活動が特徴となっており、

地域で何か異変があれば民生委員と連携し

て、早期発見・早期支援に努められています。

集いの場があることで、地域の情報も入るよ

うになり、支えあいの活動にも役立っている

とのことでした。 

支えあいの地域づくり事業の特徴 
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3 大橋通 5 地区健康福祉委員会 

 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 - - 〇 ○ 

 

～笑顔あふれる健康づくり～ 

代 表 者 今村 英夫 

開催拠点 白木保険事務所 森下病院駐車場 

開催日時 不定期 

参加人数 平均 6 人 

 

活動の概要 

大橋通 5地区健康福祉委員会は、地域に集会

施設がないため、地区内の事務所や病院の駐車

場の活用など、地域の協力もあり健康推進の活

動を行っています。支えあいの地域づくり事業

に基づく訪問活動を通じて健康福祉委員会の

活動も徐々に地域に浸透してきており、住民の

つながりづくりに努められています。 

介護予防・健康推進事業の特徴 

 

拠点となる集会施設がないこともあり、介護

予防の活動は未実施となっていますが、それに

代わる健康推進の活動に積極的に取り組まれ

ています。普段の活動としては、月 2～3回は、

地区の皆さんが集い、ラジオ体操やウォーキン

グ、輪なげやけん玉等を行っています。また、

講師を招き健康に関する学習会等も開催して

おり、気軽に集い、楽しみながら健康の意識を

高められています。 

支えあいの活動では、健康福祉委員会の役

員が中心となり、高齢者単身世帯や高齢者の

みの世帯を対象に、日ごろから訪問による声

かけを行っています。こうした見守り訪問の

活動と並行して、健康推進の集まりを周知さ

れているそうです。訪問時には、「何か困った

ことはないですか？」と温かな声かけが行わ

れており、可能な範囲で地域の生活支援ニー

ズにも対応されているとのことでした。気軽

に相談できる関係性の構築を目指して活動さ

れています。 

 

支えあいの地域づくり事業の特徴 
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4 大橋通 6 丁目地区健康福祉委員会 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 〇 〇 〇 〇 

 

～いきいきと年齢を重ねていけるための健康な身体づくり～ 

代 表 者 林 政博 

開催拠点 よんでんホール 

開催日時 月 4 回（金）13：30～15：00 

参加人数 平均 4 人 

 

活動の概要 

 

大橋通 6 丁目地区健康福祉委員会は、平成

31 年に設置し活動を行っています。月 4 回の

活動は他地区との協働により行っており、いき

いきと年齢を重ねていけるための健康な身体

づくりに取り組んでいます。参加者の確保が今

後の課題となっており、健康福祉委員会の役員

が積極的に声かけを行い、広く住民の皆さんへ

の周知を図っています。 

介護予防・健康推進事業の特徴 

 

介護予防の活動では、祇園健康福祉委員会・

大橋通 6・7丁目地区が合同で活動しています。

交代制で主催するかたちをとることで、世話人

の負担軽減にもつながり、月 4回の活動が実現

されています。毎月、対象地区合同のチラシを

作成して、地区の班回覧で周知をしており、誰

でも、いつでも参加できる介護予防の拠点づく

りに努めています。普段の活動では、ラジオ体

操・貯筋運動・わなげ・ラジオ体操・お相撲さ

んのように大きく足を上げる四股踏み等を通

し、 

て身体機能の維持、向上に取組まれています。

また、スポーツ推進委員の指導によるカーリ

ンコンも好評とのことです。 

支えあいの地域づくり事業の特徴 

支えあいの活動では、介護予防の集まりの

周知活動と並行して地区の把握に努め、個人

のプライバシーに配慮した見守り活動を実践

しています。こうした活動を通して、何か気

になることがあった場合には、早期に適切な

対応を取られるそうです。 
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5 大橋通 7 丁目地区健康福祉委員会 

 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 〇 〇 〇 〇 

 

～楽しく元気でいつまでも！～ 

代 表 者 植田 康一 

開催拠点 よんでんホール 

開催日時 月 4 回（金）13：30～15：00 

参加人数 平均 6 人 

 

活動の概要 

大橋通 7丁目地区健康福祉委員会は、よんで

んホールを拠点に月 4回活動しており、活動前

に茶話会を行うことで参加者が打ち解けやす

い雰囲気づくりに努めています。健康づくりに

対して関心の高い方が多く、効果的な体操メニ

ューや注意すべき点等の会話が自然に行われ

ています。 

介護予防・健康推進事業の特徴 

 

介護予防の活動では、祇園健康福祉委員会・

大橋通 6・7丁目地区が合同で活動しています。

交代制で主催するかたちをとることで、世話人

の負担軽減にもつながり、月 4回の活動が実現

されています。毎月、対象地区合同のチラシを

作成して、地区の班回覧で周知をしており、誰

でも、いつでも参加できる介護予防の拠点づく

りに努めています。普段の活動では、ラジオ体

操・貯筋運動・わなげ・ラジオ体操・お相撲さ

んのように大きく足を上げる四股踏み等を通

して身体機能の維持、向上に取組まれていま

す。 

また、スポーツ推進委員の指導によるカー

リンコンも好評とのことです。 

支えあいの活動では、介護予防の集まりの

周知活動と並行して地区の把握に努め、個人

のプライバシーに配慮した見守り活動を実践

しています。こうした活動を通して、何か気

になることがあった場合には、早期に適切な

対応を取られるそうです。 

支えあいの地域づくり事業の特徴 
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6 百笑地区健康福祉委員会 

 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 〇 - 〇 - 

 

～地域のつながりの再構築に向けて～ 

代 表 者 細木 土佐郎 

開催拠点 旧水道課(裏手にある別棟) 

開催日時 月 1 回（毎月 10 日）13：30～15：00 

参加人数 平均 10 人 

 

活動の概要 

百笑地区健康福祉委員会は、集いの場を望む

地域住民の声を実現するために、令和元年 7月

に設置した健康福祉委員会です。地区内には集

会施設がないため、旧水道課の建物を借りて活

動しています。地区のちょうど中心付近に位置

するため、立地的にも住民の方の集まりやすい

交流拠点となっています。毎月、地区の班回覧

で開催日の周知を行っており、住民の皆さんが

誘い合って参加されています。 

介護予防・健康推進事業の特徴 

 

介護予防の活動では、タオル体操・ラジオ体

操・わなげ・レクリエーション等を行っていま

す。明るく社交的な方が多く、参加された皆さ

んが和気あいあいと活動を楽しまれています。

また、健康推進の活動では、講師を招き、健康

に関する学習会を開催する等して地域の健康

への意識を高めています。 

まだまだ活動が始まったばかりですので、

まずは、交流拠点をの充実により住民同士が

つながることで、支えあいの意識も高めてい

きたいとのことです。 
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7 弥生町地区健康福祉委員会 

 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 - - - 〇 

 

～地域のつながりの再構築に向けて～ 

代 表 者 加取 馨 

開催拠点 もみじ保育所 

開催日時 不定期 

参加人数 平均 6 名 

 

活動の概要 

弥生町地区は高齢者世帯も多くなっている

こともあり、少しでも安心して暮らせる地域に

なるようにとの想いから、支えあいの地域づく

り事業を中心に取り組まれています。その他に

も、定期的に自治会と健康福祉委員会が協働し

て災害訓練を開催するなどして、緊急時の対応

についても地域で共有を図っています。 

集会施設のない弥生町では、地域住民の集い

の習慣がないため、住民相互のつながりづくり

に向けて、食事をしながら交流を楽しむイベン

トを年数回行っており、また集まりたいという

感想も聞かれているそうです。また、もみじ保

育所を活用した集いの場を試行的に開催する

等して住民同士のつながりづくりに努めてお

り、定期的な集いの場の設置に期待がもたれて

います。 

 

支えあいの活動では、代表者と地区内の 5

つの班の班長を中心に日常的な見守り活動を

行っています。月 1 回の広報配布は手渡しを

基本とし、地域の高齢者世帯等に困ったこと

はないか声かけを行っているそうです。また、

何日も新聞が溜まる等、気になる様子がある

時には、住民から代表者に連絡が入る体制が

整えられており、安心して暮らせる地域づく

りを推進しています。 

支えあいの地域づくり事業の特徴 
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8 羽生小路地区健康福祉委員会 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 〇 〇 〇 ○ 

 

～会話を通して活動を楽しめるように～ 

代 表 者 中平 美江 

開催拠点 羽生小路地区集会所 

開催日時 月 4 回（○）     

参加人数 平均 10 人 

 

活動の概要 

 

羽生小路地区健康福祉委員会は集会所を拠

点に月 4回活動しています。大きな特徴として

は、地区の老若男女誰でもが参加してもらいた

いということで広く住民に周知しており、地域

全体で健康福祉委員会を運営するといった意

識を持たれているます。地域の憩いの場となっ

ており、幅広い年代の交流を推進し、孤立や閉

じこもりの防止に地域が一体となり取り組ま

れています。 

介護予防・健康推進事業の特徴 

 

介護予防の活動では、地区住民のニーズに基

づき、曜日ごとに内容に変化を持たせており、

金曜日は主に女性が集まり、ラジオ体操、人形

や季節の飾り物など、工夫を凝らした創作活動

に取り組んでいます。日曜日には身体を動かす

内容を意識しており、男性も参加して体操や輪

なげを楽しまれています。幅広い世代の交流の

機会は、自分たちの地域の歴史を知るきっかけ

になっており、高齢者が先生となり継承してく

れているそうです。 

日頃から「役員の顔の見えるお付き合い」

を大切にしており、地域の情報収集に努めて

います。何か異変があれば連絡を取り合うよ

う体制を整えられているそうです。何気ない

世間話の中で困りごとを発見することもある

ため、積極的な声かけを行っており、住民が

安心して暮らせる地域づくりに努められてい

ます。 

支えあいの地域づくり事業の特徴 
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9 上小姓町地区健康福祉委員会 

 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 〇 〇 〇 ○ 

 

～孤食をなくそう～ 

代 表 者 平野 秀美 

開催拠点 上小姓町集会所 

開催日時 月 4 回 第 1・3・4（水）13：30～15：30 

    第 2（日）13：30～15：00 

参加人数 平均 10 人 

 

活動の概要 

上小性町地区健康福祉委員会は、集会所を拠

点に月 4回活動しています。男性の参加者も多

く、男性が積極的に盛り上げてくれており笑い

声の絶えない地域の憩いの場となっています。

活動日の当日はもちろんのこと、前日から参加

者同士が声をかけあい、日時を忘れないよう声

かけを行っているそうです。 

介護予防・健康推進事業の特徴 

 

上小性町では高齢者単身世帯も多く、普段の

食事を一人でとる方も少なくないことから、月

に 2回は料理教室を開催され、共食の機会を設

けています。料理の苦手な方も、準備や片づけ

などで協力し、役割を持って参加しているのが

特徴です。その他、ラジオ体操やウォーキング

を通して介護予防の活動を行っており、定期的

に専門職を招いた、学習会や健康相談なども実

施しています。 

支え合いの地域づくり事業を推進していく

なかで、地区に居住している認知症高齢者に

も積極的に声かけや支援を行っており、地域

の安心を支える貴重な存在となっています。

必要時には、料理を作って届けるなどの家族

のようなつながりを築かれており、住み慣れ

た地域でいつまでも住み続けられるよう、支

えあいの意識を高められています。 

支えあいの地域づくり事業の特徴 
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10 東町 1丁目地区健康福祉委員会 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 〇 〇 〇 〇 

 

～まずは継続！要介護状態にならないために～ 

代 表 者 池本 稔 

開催拠点 交通公園・交通公園管理棟 

開催日時 月 4 回（金）14：00～15：00 

参加人数 平均 18 人 

 

活動の概要 

 

東町 1丁目地区健康福祉委員会は、交通公園

を拠点に月 4回活動しています。介護予防の活

動が始まったことで、普段会話することのなか

った関係性から、名前を呼んで笑顔で会話をす

る良好な関係が築けているそうです。介護予防

の活動前後の茶話会の中では、参加者の体調や

困りごとの有無などの情報交換が行われてい

ます。 

介護予防・健康推進事業の特徴 

 

介護予防の活動では、ラジオ体操とウォーキ

ングのメニューを中心に取り組まれており、定

期的に、いきいき百歳体操なども行っていま

す。ウォーキングでは、公園内を 5周すること

を基本としていますが、スピードや距離も人そ

れぞれ違いがあり、自分の体力に応じて、物足

りない時には、自主的に追加でウォーキングに

励んでいます。「要介護状態にならないために」

を合言葉に、体力づくりに努めています。 

支えあいの地域づくり事業の特徴 

支えあいの活動では、80 歳以上の世帯を対

象に、日ごろから安否確認などの見守り活動

を行っています。隣近所の方が日常的な見守

りを行うことで、見守られる方にとっての負

担感を軽減されているそうです。こうした活

動の中で、地区住民に何かあった場合には代

表者や民生委員に連絡が入るよう、連絡先が

周知されており、迅速に対応できる体制を整

えています。 
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11 天神橋地区健康福祉委員会 

 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 〇 - - - 

 

～生活を豊かにする楽しい活動を行う～ 

代 表 者 高橋 郁子 

開催拠点 一条神社社務所 

天神橋空き店舗(旧川村薬局) 

開催日時 月 3～4 回（火）10：00～11：15 

参加人数 平均 10 人 

 

活動の概要 

天神橋地区健康福祉委員会は、集会施設のな

い地域課題に対応するため、商店街の空き店舗

や神社の社務所といった拠点を地域住民の皆

さん自ら開拓され、月 3～4 回の活動を継続さ

れています。94歳の方を筆頭に毎回 10名ほど

のメンバーがいきいきと介護予防に取り組ま

れており、月 1回は一緒に食事を囲み、会話を

楽しみながら親睦を深めています。 

介護予防・健康推進事業の特徴 

 

介護予防の活動では、毎月第 1火曜日には、

かみかみ百歳体操・脳トレ・ボディートーク等

を行い、11 時半から会食をして解散となりま

す。第 2・3・4火曜日には、いきいき百歳体操

をベースにアレンジを加えた独自の体操等に

取り組んでいます。ＤＶＤを再生する設備がな

いため、参加者全員でカウントを取りながら体

操しています。体操中は、体操の効果が十分に

得られるよう、お互いに指摘し合い運動の効果

を高めています。 

体操後には、ボディトークで筋肉をほぐす

ケアをして活動を終えられます。 

支えあいの地域づくり事業は未実施となっ

ていますが、役員が中心となって、声かけや

健康状態の把握などを行っており、集いの場

で構築した地域住民の関係性を活かした見守

り活動が展開されているようで、高齢になっ

ても安心して暮らせる地域づくりに努めてい

ます。 
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12 本町 4.5丁目会 

 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 - - 〇 〇 

 

～安心して暮らせる地域づくり～ 

代 表 者 川上 悟 

開催拠点 - 

開催日時 - 

参加人数 - 

 

活動の概要 

本町 4・5 丁目会は集会施設がないため、介

護予防の活動は行うことができていませんが、

拠点がなくても取組むことができる健康推進

と支えあいの活動を行っています。 

介護予防・健康推進事業の特徴 

健康推進の活動では、特定検診等の日程が記

載されたチラシを回覧に折り込み、周知を図っ

ています。また、住民同士が誘い合って地区健

診を受けるなど、地域のつながりを活かした活

動が自然と行われているそうです。定期的に地

区担当保健師の介入により学習会や健康相談

も実施されています。 

支えあいの活動では、健康福祉委員会の役

員や地区の班長が中心となり、75 歳以上の高

齢者単身世帯をプライバシーに配慮した、さ

りげない見守りを行っています。地区独自に

「見守り確認票」を作成、活用することで、

意識的に地域の気になる世帯を見守ることも

できており、実績集計も容易となっているそ

うです。支援の必要な方の早期に発見し、適

切な支援に繋げるよう、日々の見守りに取り

組まれています。 

支えあいの地域づくり事業の特徴 
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13 京町中地区健康福祉委員会 

 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 〇 〇 〇 〇 

 

～体操で身体を動かそう！～ 

代 表 者 安並 暉夫 

開催拠点 玉姫さくら会館 

開催日時 月 4 回（水）13：30～15：00 

参加人数 平均 12 人 

 

活動の概要 

京町中地区健康福祉委員会は、玉姫さくら会

館を拠点に月 4回活動しています。健康福祉委

員会未設置地区からも、徒歩や自転車で参加さ

れる方がおり、地区住民に限定することなく地

縁関係に基づく集いの場を継続されています。

活動年数を重ねるにつれて、メンバーの高齢化

が心配されていましたが、次期担い手となり得

る若手の参加者も確保できており、活動が地域

に浸透し、実を結んでいるそうです。 

 

近年、地域に高齢者単身世帯も増えている

ことから、日ごろから散歩や通りがかった際

には訪問して相互に情報を把握しています。

朝の決まった時間に生活音がしない時には、

声かけをして安否確認をするなどの「ご近所

のお付き合い」による毎日の見守りが定着し

ているそうです。 

支えあいの地域づくり事業の特徴 

介護予防・健康推進事業の特徴 

介護予防の活動では、施設の都合により、

椅子を使用することができませんが、いきい

き百歳体操の動きの中から、椅子がなくても

できる動きを取入れた体操を行う等して工夫

されています。その他、タオル体操・ラジオ

体操・輪なげ・指体操・創作活動など、心身

機能の維持・向上に努めています。 
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14 新町区健康福祉委員会 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 〇 〇 〇 - 

 

～豊な生活を継続するための介護予防と健康推進～ 

代 表 者 山﨑 猛 

開催拠点 新町集会所 

開催日時 第 2（月）第 4（木）13：30～15：30 

参加人数 平均 10 人 

 

活動の概要 

 

新町区健康福祉委員会は、新町集会所を拠点

に月 2回活動しています。参加者の皆さんは、

健康に対する関心が強く、健康な毎日を送るた

めの情報交換が日々行われています。地域の気

になる人に対しても個々で参加を呼びかけて

おり、活動時には近況を報告し合うことでお互

いの情報を共有されているそうです。 

介護予防・健康推進事業の特徴 

 

介護予防の活動では、いきいき百歳体操に重

点的に取り組んでおり、毎回のように行ってい

るそうです。その他にも、かみかみ百歳体操・

ボケない小唄・あいうべ体操など、多様な活動

をバランスよく行うことで身体機能の維持・向

上に努めています。健康推進の活動では、定期

的に講師や保健師を招いて、健康に関する学習

会を開催するなどして健康への意識も高めら

れています。 

支えあいの地域づくり事業は未実施です

が、集いの場ができたことで地区住民の関係

性も向上してきており、地域の情報の集約を

スムーズに行えるようになってきているそう

です。介護予防の集まりで築き上げた関係性

により、地域で暮らす住民の皆さんの安心感

を高めているそうです。 
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15 中村丸の内地区健康福祉委員会 

 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 〇 〇 〇 - 

 

～健康推進とつながりづくり(みどり会)～  

～集まっておしゃべり・孤立した人を作らない(さくら会)～ 

代 表 者 川島 出也 

開催拠点 丸の内集会所 

開催日時 月 4 回 みどり会月 2 回(水)13：00～ 

      さくら会月 2 回(金)13：30～ 

参加人数 平均 13 人 

 

活動の概要 

世帯数の多い丸の内地区では、集会所に入る

ことができる人数的な事情もあり、居住エリア

をもとに 2 つのグループに分かれて活動して

いることが特徴です。それぞれに光る個性があ

り、どちらも住民の皆さんにとって心地よい居

場所となっています。イベント的に合同で交流

を図ることもあるそうです。 

介護予防・健康推進事業の特徴 

 

みどり会の活動では、体操やレクリエーショ

ンを中心に介護予防の活動を行っています。ま

た、「参加者が活動に飽きないように」との想

いから、定期的に講師を招くなどして活動に変

化をつける工夫を行っています。こうした介護

予防の活動を重ねるごとに、住民同士の関係性

も向上しており、毎回、笑顔の絶えない活動が

行われています。地域の美化活動にも取り組ま

れています。 

さくら会の活動では、ラジオ体操を基盤に、

皆で曲を選んで行う唱歌などを取入れていま

す。また、資格保有者が解説しながら行う本

格的なヨガの呼吸法の指導等、誰でも気軽に

実践できる介護予防の活動を意識されていま

す。「孤立した人を作らない」をテーマに活動

しており、地域で声をかけあい孤立防止に努

めています。 
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16 右山北区安全安心委員会 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 - - - 〇 

 

～地区住民の安全・安心な生活の応援隊～ 

活動の概要 

 

右山北区安全安心委員会は、その名のとお

り、地区内の住民の安全・安心を守るために発

足した委員会で、日々、右山北区内の見守り活

動をされています。協力企業と見守り協定を締

結されており、企業が業務にあたる中で見守り

が実施されています。何か異変があった場合に

は連携が取れるようになっており、定期的に情

報交換を行い、地区内の情報について共有され

ているそうです。 

 

支えあいの活動では、地区内の約 10 世帯に

対して訪問による積極的な声かけに取り組ま

れています。また、日々の見守り活動の中で何

か気になることがあった場合には、行政をはじ

めとする各機関と連携し、早期支援につなげて

います。 

右山北区では、地区総会で、委員会の発足と

健康・福祉地域推進事業の支えあいの地域づく

り事業に取り組むことが決まりました。 

委員会の活動は、地区の皆さんに根付いて

おり、効率的に見守り活動を行っていく上で、

隣近所の方同士で日々の見守りが行われるこ

ともあり、地域全体の支えあいの意識の向上

につながっています。 

代 表 者 竹田 元久 

開催拠点  - 

開催日時  - 

参加人数  - 

 

支えあいの地域づくり事業の特徴 
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17 右山中区地区健康福祉委員会 

 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 〇 〇 〇 - 

 

～元気で明るく時間を過ごす～ 

活動の概要 

右山中区地区健康福祉委員会は、老人憩の家

「びわの川」を拠点に活動されています。今年

度より新規のメンバーも迎え、さらに明るさを

増しているそうです。月 4回の活動のうち、第

3 週目の金曜日には皆で会食を楽しまれてお

り、地域の憩いの場となっています。また、メ

ンバーの皆で、鉄道でお出かけすることもあ

り、普段とは違う景色の中で散策を楽しむな

ど、公共交通を活用した独自のイベントも参加

者の皆さんの楽しみになっているそうです。 

介護予防・健康推進事業の特徴 

 

介護予防の活動では、ウォーキング・ラジオ

体操・手指の運動・おじゃみ・輪なげ等を取り

入れています。その他にもメンバーの趣味・特

技・知識といった得意分野を活かし、防災頭巾

づくりや編み物といった創作活動をはじめ、レ

クリエーションを紹介し合うなど、良いものは

どんどん取り入れるという柔軟な活動が特徴

となっています。 

支えあいの地域づくり事業は行っていませ

んが、日々の介護予防の活動の中で、気持ち

が落ち込んだ方に寄り添い、相互に支えあえ

る関係性を深めています。 

代 表 者 夕部 秋代 

開催拠点 右山老人憩の家「びわの川」 

開催日時 月 4 回 第 1・2・4（金）10：00～12：00 

第 3（金）10：00～14：00 

参加人数 平均 14 人 
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18 右山南区サークル会 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 〇 〇 〇 - 

 

～ＳＴＯＰ！閉じこもり！笑顔の力で健康推進～ 

活動の概要 

 

右山南区サークル会は、右山老人憩の家「び

わの川」の 2階を拠点に活動されています。大

変明るい女性が多く、笑顔の絶えない活動が展

開されています。参加者の中で最高齢となる女

性が 1 番のムードメーカーとなっており、毎

回、得意の舞踊を披露しては皆を楽しませてく

れているそうです。 

介護予防・健康推進事業の特徴 

 

介護予防の活動では、流れるように様々な体

操とレクリエーションが行われていることが

特徴です。役員による声かけを行いながらラジ

オ体操や童謡体操、わなげ、踏み台昇降、ボー

ルレク等がどんどんと進んでいきます。輪なげ

は、3ゲームの合計点で競っており、輪なげの

順番待ちが休憩時間で、時間いっぱい身体を動

かす活動が特徴となっています。 

また、土曜日には 9：00～11：00頃にかけて

有志が集まり、「丘の下公園」でグラウンドゴ

ルフを行っているそうです。 

以前は、1日中会話をせずに過ごすことも多

かったと話される方もいましたが、介護予防

の活動を通して、外で会えば声をかけ合える

関係が築けているとのことでした。介護予防

の集いによりご近所付き合いにも良い変化が

見られているようです。 

代 表 者 橋本 保子 

開催拠点 右山老人憩の家「びわの川」 

開催日時 月 4 回（火）10：00～11：30 

参加人数 平均 13 人 
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19 角崎地区健康福祉委員会 

 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 〇 〇 〇 〇 

 

～いつまでも健康で集うことのできる身体づくり～ 

活動の概要 

角崎地区健康福祉員会では、「集う」ことが

何より大切という考えのもと、地区住民に広く

活動の周知を図っています。また、長く楽しく

続けていける簡単な介護予防のプログラムの

実施や地区住民の交流の機会の確保に努めら

れており、暑い時期を除いて、月 2回は「こっ

こハウス」でモーニング交流会が開かれ、住民

相互の親睦を深められています。 

介護予防・健康推進事業の特徴 

 

介護予防の活動では、地区内の堤防周りの早

朝ウォーキングや集会所で身体機能向上を目

的とした体操などを行っています。 

健康推進の活動では、血圧測定や体重測定の

結果を記録して残していくことで、参加者自身

に身体の状態の変化を意識してもらう取り組

みとなっているそうです。また、定期的に地区

担当保健師を招いて健康に関する学習会など

も企画されており、地域で健康の意識を高めら

れています。 

支えあいの活動では、日ごろから地域全体

に目を配り、見守り活動を行っています。日

常会話の中で病状や悩みごとを把握し、買い

物やゴミ出しの生活支援に対応されていま

す。その他にも、災害時に支援が必要な方を

地域でどのように支え合うかといった検討も

行われており、地区住民が安心して暮らせる

地域づくりのための様々な実践があるようで

す。 

支えあいの地域づくり事業の特徴 

代 表 者 山﨑 聰 

開催拠点 角崎地区集会所 こっこハウス 堤防 

開催日時 月 4回 第 1・3（木）8：00～9：30 

第 2・4（木）13：30～15：00 

参加人数 平均 12 人 
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組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 〇 〇 〇 〇 

 

活動の概要 

不破上町地区は、集会施設のない地区という

こともあり、中村南小学校の協力のもと、会議

室等を有効に活用した活動が行われています。

また、単に活動拠点の確保のためだけの学校と

の連携ではなく、生徒たちとの交流授業を通じ

て、世代間交流にも取り組んでいます。こうし

た活動の積み重ねによるものか、子どもたちが

登下校時に挨拶してくれるようになっている

そうです。 

介護予防・健康推進事業の特徴 

支えあいの地域づくり事業の特徴 

 

介護予防の活動では、月 1回の早朝ラジオ体

操の他、いきいき百歳体操・口腔体操・ゴム体

操などに取り組まれており、参加者の皆さんで

声を出し合い、運動効果を高められるよう熱心

に活動されているのが特徴となっています。 

健康推進の活動では、特定健診等の周知活動

や地区担当保健師を招いての血圧測定や健康

相談を実施されています。 

支えあいの活動では、日ごろから、散歩や

買い物のついでに見守りを行っています。ま

た、高齢者世帯、1人暮らし世帯、要支援者世

帯、1人親家族世帯を対象に月 1回の訪問活動

に努めており、こうした活動で集約したニー

ズに基づき、ゴミ出しや庭木の剪定などの必

要に応じた生活支援に繋げています。 

代 表 者 秋田 寛 

開催拠点 中村南小学校（3階会議室・体育館・校庭） 

開催日時 月 4 回 第 1（金）6：30～6：45 

第 2・3・4（金）13：30～15：00 

参加人数 平均 10 人 

 

20 不破上町地区健康福祉委員会 

 

～皆が元気でいきいきと～ 
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21 緑ヶ丘健康福祉委員会 

 

組織 

活動 

事業実施状況 

介護予防 健康 

推進 

支え 

あい 基本 追加 

〇 〇 ○ 〇 ○ 

 

～皆が楽しく元気に健康維持を～ 

活動の概要 

緑ヶ丘地区は集会所がないこともあり、近隣

の福祉施設との連携により活動場所を確保さ

れており、施設の夏祭り等のイベントではお手

伝いとして参加するなど良好な関係が築かれ

ています。 

 
介護予防・健康推進事業の特徴 

 

介護予防の活動では、毎週いきいき百歳歳体

操をベースとした準備体操を行い、週変わりで

スポーツ吹き矢・わなげ・手作りボーリング・

ビンゴゲームを行っています。そして、飛び入

りで椅子に座って行うサッカーや玉入れ等の

レクリエーションも行っています。また、気分

転換を兼ねて、会場を飛び出し全員で“お店ラ

ンチ”を楽しむこともあるそうで、お店でも取

り組める脳トレや体操を行っています。緑ヶ丘

団地健康福祉委員会は過去 2 回、「四万十市健

康福祉委員会わなげ交流大会」で優勝してお

り、輪なげの実力・実績ともにある地区となっ

ています。 

支えあいの活動では、役員と民生委員を中

心に見守り活動が行われています。見守りの

対象となる方々に不快な思いを抱かせないよ

う、プライバシーに配慮した、さりげない見

守りを心掛けています。 

介護予防の集いの場ができたことで住民相

互の支えあいの意識も高まっているようで、

役員のみならず、隣近所の方が自主的に見守

りを行ってくれるようになってきているそう

です。 

代 表 者 夕部 容弘 

開催拠点 白藤園大ホール（第 1・2・3週） 

夢の丘ホール （第 4 週） 

開催日時 月 4 回（火)13：30～15：00 

参加人数 平均 12 人 

 

支えあいの地域づくり事業の特徴 


